
第9期ゴールドプランながはま21　指標と取組目標

●中間アウトカム 目標値（指標）

・初期アウトカム

（１）地域におけるネット
ワークの連携強化

地域包括支援センターと地域団体等のネットワーク
活動の件数　（件）

182 226 236 246

長浜市社会福祉協議会に登録されるボランティア活
動団体数（団体）

236 236 239 242

福祉委員活動取組自治会数（団体） 243 224 226 228

・多様なつながりで継続して支え合う仕組
み・体制ができている

生活支援コーディネーター活動件数 8,784 8,000 8,000 8,000

・住み慣れた地域で安心して暮らせるため
の住まい・環境が整っている

活動している生活支援ボランティア団体件数 8 9 10 11

・近くて気軽に集える、多様な地域の居場
所がある

（４）福祉意識の醸成と広
報・啓発の充実

認知症の絵本教室を実施した小中学校の割合（実施
学校数/全学校数）

27/37 30/37 32/37 34/37

スマートフォン教室（高齢者向けアプリ活用等）　の
べ受講者数

130 100 110 120

「お助け帳」に掲載の事業者数（件） 53 43 48 53

民間事業者による移動店舗（販売車両）の運行地域
数

5 5 6 7

（２）災害時・緊急時の安全
対策の充実

個別避難計画の作成件数（既存制度登録外の新規登
録、累計数）

51 60 80 100

（１）地域の居場所の整備
の推進

小地域サロン実施自治会数　（団体） 264 292 294 296３．地域の居場所づくり

１ 地域のつながりで支え合い、安心して暮らせる体制の整備

●多様な地域のつながりの中で住民が主体
となって支え合う風土が醸成され、地域を
中心とした社会全体で支える体制が整備さ
れている

◇住民主体の活動にお世
話役として参加している、
参加したい、参加してもよ
いと思うと回答する人の
割合

現状値　50.3％（令和４
年度）
目標値　55.0％（令和7
年度）
【高齢者実態調査】

１．地域で支え合う体制・
ネットワークの強化

（２）地域福祉活動の担い
手の育成

（３）生活支援体制整備の
推進

２．安心安全な住まい・生
活環境の整備

（１）高齢者の生活環境の
充実

基本目標

指標 施策の方向性 基本施策
R5(現状) R6 R7 R8
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●中間アウトカム 目標値（指標）

・初期アウトカム

基本目標

指標 施策の方向性 基本施策
R5(現状) R6 R7 R8

（１）社会参加の促進
市ホームページ高齢者福祉センター紹介ページの閲
覧数

1,418 1,100 1,200 1,300

介護予防普及啓発実施回数
（カッコ内は介護予防普及啓発参加人数）

119回
(1,876人）

130回
(2,100人)

140回
(2,250人)

150回
(2,400人)

後期高齢者健診受診率　（％） 5.6 12.6 16 19.5

一体的実施での集団健康教育後に週1回以上運動
をしている人の割合　（％）

61.3 57 58 59

・生きがい・外出の楽しみがあり、社会の中
で役割を持つ高齢者が増える

高齢者活躍よりあいどころ事業
運営補助交付団体数　（団体）

10 10 11 11

・介護予防、病気の重症化予防の取組を行
い、健康づくりへの意識が高まって、取組
が継続できている

地域介護予防通所活動運営補助金
交付団体数　（団体）

47 51 53 55

転倒予防自主グループ参加者数　（人） 1,571 2,100 2,150 2,200

自立支援会議で改善した人の割合（％） 64.6 51 52 53

（１）自立生活支援サービ
スの確保

ー ー ー ー ー

出前講座受講者数（のべ）　（人） 312 180 210 240

エンディングノートの配布数　（冊） 320 370 400 430

・本人が希望する住まいで生活できるサー
ビスや介護者の負担を軽減できる仕組み
が充実し、適切に提供されている

長浜米原地域医療センター主催の多職種連携研修
の参加者数（人）

168 140 160 180

・気軽に相談できて必要な支援につながる
体制がある

（１）地域包括支援センター
の充実

地域包括支援センターの相談件数（件） 17,731 20,685 22,285 23,885

・高齢者の人権が尊重され、尊厳ある生活
を守るための体制がある

（１）権利擁護・成年後見制
度の利用促進

成年後見・権利擁護センターへの相談件数(実人数）
（件）

118 130 140 150

（２）高齢者虐待の防止と
対応

出前講座の実施回数　（回） 15 12 15 18

（２）健康づくり・介護予防
の取組への支援

３　安心して暮らせる地域包括ケアシステムの推進

●多様な地域福祉ニーズや複雑・複合化す
る課題に対応すべく、医療・介護・福祉・住ま
い・生活支援が連携した地域包括ケアシステ
ムが推進されている

◇地域包括支援センター
を知っていると回答する
人の割合

現状値　56.5％（令和４
年度）
目標値　59.0％（令和７
年度）
【高齢者実態調査】

１．在宅生活を支えるサー
ビスの充実

（２）在宅医療・介護連携の
推進

２．相談・支援体制の強化

３．高齢者の人権尊重・保
護

２　市民が自身の健康を意識し、生きがいを持って暮らせるまちづくり

●介護予防、重症化予防等の取組や社会参
加の推進と自立生活支援サービスの両輪を
充実し、高齢者が生きがいを見つけ、できる
だけ長く地域で自立し、いきいきとした生活
が実現できている

◇週に１回以上、外出して
いると回答する人の割合
現状値　92.4％（令和４
年度）　　　目標値
95.0％（令和７年度）

◇生きがいありと回答す
る人の割合
現状値　62.8％（令和４
年度）
目標値　65.0％（令和７
年度）

いずれも【高齢者実態調
査】

１．高齢者の活動支援・生
きがいづくり

２．健康づくり、介護予防、
疾病等の重症化予防の推
進

（１）健康づくり・介護予防
の推進
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●中間アウトカム 目標値（指標）

・初期アウトカム

基本目標

指標 施策の方向性 基本施策
R5(現状) R6 R7 R8

養成した認知症サポーター数（のべ人数） 40,972 43,000 45,000 48,000

キャラバンメイト活動支援回数(研修会・定例会等)
（回）

68 70 75 80

・認知症の理解が市民の多くに浸透してい
る

（１）早期発見・早期対応の
ための体制の推進

地域包括支援センターの認知症相談対応件数(の
べ)

3,812 3,400 3,600 3,800

・地域の身近なところで専門チーム等によ
る必要な支援・サービスを受けられる体制
が整っている

（２）認知症のある人や介
護者への支援の推進

認知症カフェや居場所として認知症あんしんガイド
ブックに掲載する団体数（掲載団体数）

10 12 13 15

・認知症のある人への地域の見守り体制が
あり、認知症のある人が社会での役割を持
ち、自分らしく生活できる

（１）認知症バリアフリーの
推進

認知症高齢者等ＳＯＳほんわかネットワーク事業メー
ル登録協力者数　（人）

6,014 5,700 5,750 5,800

介護に関する入門的研修受講者及び福祉の職場説
明会参加者数　（人）

42 70 70 70

介護に関する入門的研修受講者及び福祉の職場説
明会参加者に係る介護事業所採用者数　（人）

3 10 10 10

中学校福祉・介護出前授業及び職場体験の実施校
（校）

2 5 5 5

・制度や事業等のわかりやすい情報が市民
に届き、正しい理解がされている

介護・福祉事業所就職ＰＲ動画作成支援件数　（件） 2 3 3 3

・福祉の人材が確保・育成され、働きやすい
職場環境が整えられている

介護人材の質の向上・職場定着に向けた研修会参加
者数　（人）

381 250 250 250

・必要なケアプラン点検や指導等が実施で
きている

（１）介護サービスの確保
対象地域においてサービス提供を行った法人数
（件）

20 18 18 18

・適切にサービスが利用され、それに見
合った保険料が定められている

要介護認定審査不服申立件数　（件） 0 0 0 0

介護相談員派遣延べ訪問事業所数（件） 24 10 15 15

２．必要な支援・サービス
を受けられる体制の推進

３．社会参加等の支援

５　持続可能な介護保険制度の運営

●高齢者・後期高齢者が増加する中、制度が
周知され、サービスが適切に利用され、持続
可能な給付体制が整っている

◇要介護・要支援認定者
のうち介護等サービスを
利用する人の割合

現状値　80.3％（令和４
年度）
目標値　82.0％（令和７
年度）
【見える化システム】（受給
者数／認定者数）

１．介護・福祉人材確保に
向けた支援

（１）介護人材の確保

（２）介護人材の定着促進

２．適切な介護サービスの
確保

（２）介護給付適正化の取
組

４　認知症のある人が共生できる地域社会の推進

●「予防」と「共生」の施策充実を図り、認知
症のある人とともに安心して生活できる地
域となっている ◇認知症になっても、住み

続けられるまちと思うと
回答する人の割合【新規調
査】

現状値　新規調査のため
数値なし
目標値　新規調査のため
未設定　（令和７年度）
【高齢者実態調査】

１．市民の理解促進
（１）認知症に対する知識
の普及と理解の促進
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